
校訓「自主　協同」のもと、知・徳・体の調和のとれた生徒を育成するとともに、明るく活力に満ちた校風と地域に愛される学校づくりをめざす。

③教職員のコミュニケーションを密にし、「チーム伊川谷」により諸課題を積極的に解決する。

① 開かれた学校づくり 1
８月のオープンハイスクール、１１月の学校説明会を通して、中学生や保護者に本校をＰ
Ｒする。 3.6

オープンハイスクールや学校説明会がより効果的なＰＲの場となるように、さらに改善を
していく。

② 防災教育の充実 2 避難訓練を実施。１年生対象に防災教育LHRを行い、意識を高める。 3.4 生徒の防災意識を高める取り組みを工夫し、今後も継続して指導していく。

③ 校内組織の円滑な運営 3 学校組織の現状を把握し、縦断的な調整役となる。 3.4 各部・学年との連携をさらに深め、より効率的な学校運営を行う。

④ 読書習慣の確立 4 図書館便り等を発行し、書物への興味を持たせる。 3.6 今後も継続して指導を行う。

① 基本的生活習慣の確立 5

教務部と連携し、教職員の共通理解のもと、チャイムが鳴ると同時に授業に入れる指導体
制を全学年で実施する。また、日々の遅刻に関しては、行事日などを重点的に様々な場面
において、余裕のある行動を取らせる。反省文などを通して、振り返りさせ、規則正しい
生活習慣の確立を意識させる。

3.4

授業へ入るための準備や、授業での集中力の持続などへとつながる行動を自覚させて、
「よりよい行動とは何か」を自ら考える力を養わせる。日々の生活において自分の考え方
が遅刻という行動の結果として表れている場合は、改める点を確実に考えさせて、自らの
行動として結果に反映させていくように促す必要がある。

② 規範意識の醸成 6
各学年・各部の教職員の協力を得て、毎朝、生徒昇降口付近でのあいさつ運動を利用し
て、服装指導や交通安全指導を実施する。 3.6 今後も粘り強く、継続して指導していく。

③ 安心・安全な学校づくり 7
いじめまたはいじめに準ずる行為が発生した場合、「いじめ対応チーム」が中心となっ
て、職員が連携し、迅速かつ効果的に対応する。 3.4

いじめのない学校はないのである。今後もいじめを許さない学校を目指し、自分を大切
に、他人に対しても配慮を忘れずに、行動や言葉使いに気を払える人格の育成に努める。

① 生徒の成長を目指す支援 8
保健室での相談内容を担任・学年に伝え、個々の生徒の指導に活かせるようサポートす
る。必要に応じ、キャンパスカウンセラーとの教育相談とも連携する。 3.8

保健室と学年・担任、キャンパスカウンセラーとの連絡を密にし、必要な情報を共有化し
個々の生徒に有効な指導が行えるようにする。

② 保健・安全 9
学校医や家庭との連携を密にしながら生徒の健康保持・増進に留意する。個々の症状に応
じた応急処置や保健指導・助言を行う。感染症について注意を喚起し、集団感染の予防に
努める。

3.6
職員・生徒に対する熱中症予防講習会や救急法講習会をはじめとする保健関係の講習会を
実施するとともに、毎月発行している保健だよりにおいてその季節・時期に応じた情報を
提供し、生徒・保護者に健康に関する注意喚起を行う。

③ 学校環境衛生 10 学校環境衛生検査を行い、必要に応じて迅速な改善を要請する。 3.6
学校医・学校薬剤師と連携を密にし、職員の協力を得て学習の場の良好な環境づくりを推
進する。

11 昼休み等に進路指導室に待機して、生徒の質問に速やかに対応する。 3.6
校務・出張等の関係で難しい時もあるが、今後もできるだけ教員が待機して生徒に対応で
きるように努める。

12 就職・公務員・医療看護系など少数の希望生徒に対して、必要に応じた指導を行う。 3.7 今後も、継続して行っていく。

③ 進路選択の支援 13
３年間を見通した進路指導を行えるよう、部・学年間で情報交換を行い、研修会を開催す
る。 3.4

研修会だけでなく各学期に行う拡大部会の内容をより充実させるなど、学年との情報交換
や支援の充実に努める。

14 学年との連携を密にし、とくに第３学年の学年会議に毎回出席する。 3.6 今後も、より連携を強化するように努める。

15
必要な資料および情報を提供し、進路関係資料の有効活用をはかる。また、定期的に進路
通信を発行して情報を発信していく。 3.7 今後も、継続して行っていく。
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        平成３０年度　兵庫県立伊川谷高等学校　学校評価　

改　善　方　策評価実　践　目　標

教育方針

教育目標  「命」と「人権」を大切にし、夢に挑戦する生徒を育てる。

重点目標
②家庭・地域との連携を密にし、地域に愛される学校づくりを推進する。

　＊　A　4点　　　B　3点　　　C　2点　　　D　1点

①基礎・基本の定着を図り、生徒の主体性・創造性を育む教育を推進する。また、生徒に自己有用感とともに社会人として必要とされる基礎力、コミュニケーション能力を育み、社会的責任を果たせる生
徒を育成する。

中学生や地域住民に本校の教育活動をＰＲする。

防災教育の充実を図り、防災意識を高める。また本校の
防災体制を再点検する。

各部、学年、委員会の流れを把握し、学校組織としての
効率性を高める。

さまざまな機会を通じて、他者への敬愛の心を育み、自
分の行動や言動の影響を考え、いじめのない学校を目指
す。

領域 標語 分掌
重点
目標

評価の観点 評　価　項　目

図書館の有効利用を考え、本に親しむ習慣を確立させ
る。

正しい生活習慣を身につけ、安全で健康的な生活が保
持・増進できるように生徒を支援する。

No.

担任や、学年の先生とのコミュニケーションを大切にす
る。挨拶運動や遅刻指導などを通して、生徒達の規則正
しい生活習慣の確立を目指す。

校則をきちんと理解して守らせる。頭髪・服装指導や交
通安全指導などを通して、規範意識を高める。

保
健

安全で健康的な学校生活が送れるように、学習環境の保
全・管理を行う。

生徒一人ひとりの自己実現を目指した進路希望の実現を
はかる。

生徒が主体的に進路を選択・決定できるよう支援する。

各部・委員会と連携しながら、有用な進路情報を生徒・
教職員に提供する。

進
路
指
導

① 進路希望の実現

③

生徒との相談を通して心のケアを行い、生徒の内面的な
成長を支援する。
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分掌改　善　方　策評価実　践　目　標

　＊　A　4点　　　B　3点　　　C　2点　　　D　1点

領域 標語 分掌
重点
目標

評価の観点 評　価　項　目 No.

16
「本校の特色」についての議論を受けて、平成３０年度入学生の教育課程を検討、作成す
る。 3.6

来年度からは新カリキュラムの先行実施がスタートすることもあり、新カリキュラムに向
けた教育課程の検討を進めていく。

17
生徒の力に応じた基礎学力をつけるために少人数授業、習熟度別授業、ティームティーチ
ングを実施する。 3.7

少人数授業、習熟度別授業、ティームティーチングの授業を整理し、より効果的な講座編
成を目指す。

18
教室環境整備、授業規律の確立の一助として、年中授業を公開するとともに、年間２回
「伊川谷学び合い週間」を実施する。　また、研究授業、研究会を実施する。 3.7

教師が互いに授業を見て意見校交換することで、より質の高い授業が可能となる。また、
研究授業、研究会については若手教員の育成という意味でも重要な取り組みと考えてい
る。できるだけ負担のないように運営を工夫しながら来年度も実施していく。

19 家庭学習の習慣化を目指し、1学年において、週末課題、小テスト等を組織的に実施する。 3.5
家庭学習の習慣化、基礎学力の向上を目指し、来年度も学力向上の取り組みを継続する予
定。

20
２学年において、１学年における週末課題の取組を継続、あわせて学習の振り返りと学習
の立案を通じて学習習慣の定着を図る。国数英の３教科について基礎学力の定着を目指す
取組を段階的、継続的に行う。

3.6 進路に対する意識を高め、2学年において学力向上の取り組みを継続する予定。

21
教職員の情報活用能力、情報セキュリティ能力及びモラル向上のため日常の相談体制を充
実させるとともに、校内研修会を開催する。 3.7

今年度の校内研修会は普通教室でのICT活用をテーマに1度だけ実施したが、来年度はさら
に校務での情報活用、教育の情報化における著作権などもテーマに入れながら教職員のさ
らなるICT活用を目指すとともに、環境整備にも力を入れていきたい。

22
校務支援システムの導入を行い、出欠、成績管理、指導要録、調査書の作成を一括して行
う環境を整える。 3.8

今年度は2学期からの校務支援システムの導入により、成績処理、出欠管理についてのデー
タ共有を進めることができた。来年度はさらに生徒情報の共有において校務支援システム
のさらなる活用、各部署との連携を進めていきたい。

本校の広報 23 本校のＷｅｂページに特色、学校行事、部活動等多様な情報を発信する。 3.7
ウェブサイトの情報が更新されていないという課題があるが、本来ウェブサイトで発信す
べき情報の整理を行い、ウェブサイト、メール、コンテンツ配信ツールの適切な使い分け
を行っていく。

①
基礎学力の向上・
総合的な学力の伸長

24
毎日の授業を大切にし小テストや定期テストをペースメーカーとして基礎学力を定着させ
る。そのうえでアドバンス学習へと進化させる。 3.7

学習習慣を身につけるという目標は概ね達成出来たように思う。来年度は自らの進路に向
けて学習探究する時間をさらに増やせるよう指導していきたい。

② 進路目標の実現に向けて 25
教科・総合的な学習・LHRの関連を重視するなかで自ら調べ自ら考える力を身に着け、自分
自身を大切に生きていくことのできる生徒を育てる。 3.6

進路研究の時間を比較的多く持つことが出来た。生涯学習の観点からも、生徒が自ら学び
探究する心を持つことが出来るよう指導していきたい。

③
基本的生活習慣の確立・
望ましい人間関係の構築
規範意識の醸成

26
規則正しい生活リズムで毎日を過ごす。予習・復習を中心に家庭学習が習慣化し、自宅学
習が当たり前にできる。友人との触れ合いの中で望ましい人間関係作りに努め、やるべき
こと、やってはいけないことの区別をはっきりとつける。

3.6
コミュニケーション能力の向上や良好な人間関係の構築に向けてさらに指導を進め、より
良き形につなげていきたい。

①
規範意識と自主性の育成およ
び基本的生活習慣の確立

27
規則正しい生活リズムで毎日を過ごし、集団生活の中にあっては定められたさまざまな規
則やルールを踏まえて自分がとるべき行動が意識させる。事の善悪や、すべき事、しては
いけない事を自分自身で考え、自らすすんで行動できるよう指導する。

3.3

３年生からは最高学年であるとの自覚を高めるとともに進学や就職に関わりなく社会にで
る時期が近付いていることを踏まえた指導を行い一層の規範意識と自主性の育成を涵養す
る。また基本的生活習慣が確立できないと受験勉強にも取り組めないことを関連させて指
導する。

②

自分とは何かを考え他者を尊
重し思いやりを持って行動で
きる精神を育成

28
自信と自尊心を育て、自分自身の可能性をや自分を大切にする心を常に忘れず行動する。
集団の中にあって、自分自身のあり方、立場、役割を的確に判断し、自分と他者との関係
のなかで、自分の言動が周囲に与える影響を意識させ自分に何ができるかを考えさせる。

3.4
３年次になると他の学年はすべて自分たちより年下の生徒であること、また３年生徒の中
には有権者になるものもいることを踏まえ学年集会や行事毎に自覚を促し具体的行動を要
請する。

②
基礎学力の向上と進路実現に
向けての学力の伸長

29

学習への興味・関心を持ち、意欲を持って取り組むとともに、予習・復習を中心に家庭学
習を習慣化させる。自宅学習を含めて週単位、学期単位での学習状況の振り返りを継続的
に実施して客観的に自己評価させる。具体的な進路目標に向けての取り組みを考え、実践
させる。

3.4
日頃の授業に加えて補習さらに個別指導をおこなう。さらに進学後に必要な学力という視
点から受験科目外でも真剣に学習に取り組むように促し指導する。

①
規範意識と基本的生活習慣の
確立

30
時間を意識して行動するとともに、校則をはじめ諸規則・ルール・マナー・約束を順守で
きるよう徹底した指導をおこなう。あいさつについては良好な人間関係の第一歩と位置付
けて重点的に指導する。

3.6

今年度は、1・2年次に比べて相対的に遅刻者数が増えた。特に２学期以降、進路が決定し
てしまった生徒、受験期に入って受験勉強中心の生活になる生徒などが生活リズムを崩し
た。指導の重点を進路にシフトしたことも影響したかもしれない。進路指導と生活面の指
導とのバランスを見直したい。

②
自尊感情の育成ならびに
他者を尊重する姿勢の育成

31
自尊心・自立心・責任感および他者を思いやる心を育て、集団の中での自分のあり方や他
者との関係を常に意識しながら、自分の行動が周囲に及ぼす影響を考えさせる。 3.4

学年集団としては、この３年間で順調に成長していることが感じられたが、個々の生徒の
主体性や自立心を十分に伸ばせたとは言えない。生徒たちが自主的に考え、行動できる機
会や場面を意図的に創り、生徒が達成感を経験できる計画や指導を考えていきたい。

③
進路実現に向けての学力の伸
長

32
自分の可能性を信じ、意欲を持って学習に取り組む。具体的な進路目標に向けての学習と
情報の収集など進路実現への取り組みを実践する。 3.6

進学希望者に向けては、継続的な補習や年末のプレセンター試験など、進路実現のための
具体的な取り組みができたが、目的意識の高くない生徒や進学希望者以外への補習や面接
指導など具体的な取り組みが十分とは言えなかった。学年としての指導プランを検討し、
計画的に実践する必要を感じる。
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・重点目標にもある「チーム伊川谷」を掲げているように、貴校は教職員が学年や分掌にかかわらず、教職員がチームとなって生徒の指導にあたっている点は、素晴らしい。引き続き教職員が一体となった教育を継続していただきたい。
・ホームページに、いじめ防止基本方針が詳細に公表されており、学校としての体制が明確であり、いじめを起こさない体制が整備されている。年間指導計画など毎年見直していただき、学校や生徒の状況に合わせた体制をお願いする。
・ホームページの部活動に関する活動内容を充実させてはどうでしょうか。学校の活性化につながると思う。
・概ね良好という評価ではあるが、進路実現等、キャリア教育や出口指導にも力を入れてほしい。
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自らを顧みるとともに将来への確固たる目標を持ち、そ
れに向かって真摯に努力する姿勢を育む。

具体的な進路目標を持ち、その実現に向けて最大限の努
力をする生徒を育てる。

インターネットを活用して、本校のＰＲを図る。

目指す学校像に応じた教育課程を検討する。
また、生徒の現状に応じた授業展開（少人数授業、
ティームティーチング）の工夫を行う。

シラバスを作成することで、各教科の目標や評価基準を
明確にし、授業を年中公開する。
また、1、2学年において組織的に学力向上に向けた取り
組みを行う。

進路について高い目標を持ち、目標の実現に向けて確か
な学習習慣と学力を身に付ける。

基礎学力の定着を目指し学校生活の中で総合的な生きる
力の確立を目指す。

規則正しい生活を基盤として、さまざまな場面で自主的
に行動できる生徒を育てる。

自分とは何かを考え学校生活の日常の中で他者への思い
やりある行動ができる生徒を育てる。

「厳しさと優しさ」「自由と規律」「個性と社会性」の
相反する項目のバランスをとりながら、規則正しい生活
を送り学習を高校生活の中心に据えることができる生徒
を育てる。

諸規則やルールの意味を理解して行動し、物事の善悪が
判断できる。

自分自身を大切にするとともに他者の立場に立って物事
を考え、自分の行動が規定できる。

③

教職員のICT活用能力の向上を図る。

校務支援システムの導入を行う。

情報管理体制の確立

教
育
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程
・
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新
た
な
前
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教
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・
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報

① 基礎基本、個に応じた指導

① 学力向上


